
資料２-４

１．重要な会計方針

　(1)引当金の計上基準

　　退職給付引当金は期末退職給付の要支給額に相当する額を計上している。

　(2)消費税等の会計処理

　　税込方式によっている。

　(3)固定資産の減価償却の方法

　　定額法によっている。

２．会計方法の変更

　　平成２５年度決算より新公益法人会計基準（平成20年公益法人会計基準）を採用している。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

    基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　普通預金 0 0 0 0

　定期預金 30,000,000 0 25,000,000 5,000,000

　　　　小　　計 30,000,000 0 25,000,000 5,000,000

特定資産

　退職給付引当資産 814,000 145,000 0 959,000

　学術研究等助成事業
　特定預金

1,274,931 25,011,285 11,300,411 14,985,805

　陵水百周年記念事業
　推進特定資金

26,133,453 2,001,490 11,348,506 16,786,437

　　　　小　　計 28,222,384 27,157,775 22,648,917 32,731,242

　　　　合　　計 58,222,384 27,157,775 47,648,917 37,731,242

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 当期期末残高 （うち指定正味財産からの充当額） （うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）

基本財産

　定期預金 5,000,000 (5,000,000) (0) －

　　　　小　　計 5,000,000 (5,000,000) (0) (0)

特定資産

　退職給付引当資産 959,000 － － (959,000)

　学術研究等助成事業
　特定預金

14,985,805 (14,985,805) (0) －

　陵水百周年記念事業
　推進特定資金

16,786,437 (16,786,437) (0) －

　　　　小　　計 32,731,242 (31,772,242) (0) (959,000)

　　　　合　　計 37,731,242 (36,772,242) (0) (959,000)

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

957,000 7,975 949,025

957,000 7,975 949,025

 財務諸表に対する注記

科　　　　　　　　　目

器具・備品

　看板、広告器具〈陵水百周年芳銘板〉

　　　　合　　計



６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

金　　額

22,626,142

22,626,142

７．その他

　　該当なし

　　合　　計

内　　　　　　　容

経常収益への振替額

受取寄付金振替額


